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 一般的にホログラフィックメモリーでは十

分に厚みのあるホログラムを用いる。これは，

ある一つの入射光に対して，ブラッグ条件を満

たした回折光のみが現れることを利用し，ホロ

グラムに多重記録を行うためである。 

 しかし，現在の一般的なホログラムの記録材

料は，記録時の熱収縮や情報を持たない不要な

干渉縞の記録，複製の難しさなどの克服すべき

課題が多く，未だ実用化には至っていない。 

 そこで，我々は従来のように信号光と参照光

の干渉縞を記録するのではなく，理想的な位相

を付加するホログラムを設計し，その位相分布

を「表面の微細な凹凸加工によって表現する」

ことに着目した。この手法はフォトポリマーを

使用しないため熱収縮の問題がなく，また干渉

縞を記録する必要もないため不要な情報を排

除したホログラムも実現可能である。さらに，

表面の凹凸加工であれば複製も容易であり，大

量生産も期待される。 

 この表面型ホログラムは前述した厚いホロ

グラムではないため，多重記録の際には原理的

にブラッグ条件を用いないシフト多重方式を

採用する。本研究ではシフト多重方式の一つで

あるコリニアホログラフィックメモリー[1]に

基づいた光学配置を採用している。 

 表面型ホログラフィックメモリーの特徴は

その設計自由度の高さにある。そこで本研究は

干渉縞の強度分布を表す以下の式 

𝐼 = |𝑆 + 𝑅|2 = |𝑆|2 + |𝑅|2 + 𝑆𝑅∗ + 𝑆∗𝑅 

(𝑆：信号光複素振幅，𝑅：参照光複素振幅) 

のうち，情報を含まない不要な干渉である

|𝑆|2 + |𝑅|2の項を排除した位相型ホログラム

で再生信号を数値シミュレーションした。その

結果，Fig.1，Fig.2に示したヒストグラムから，

不要項を排除したホログラムの方がSN比は高

くなることが分かった。しかし一方で，いずれ

もビットエラーレートは高い傾向がみられた。 

本発表では数値シミュレーションによって

表面型ホログラフィックメモリーの記録密度

に関する定量的評価，及び考察について述べる。 

 

Fig.1 Histogram of reconstructed signal. 

(Including the unnecessary terms.) 

 

 

Fig.2 Histogram of reconstructed signal.  

(Omitting the unnecessary terms.)  
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